
チェック・アンド・バランスバランスクククククク・アアアアアンド・バチチェッ

No.73
2014.11.1

大河小学校運動会大河小学校運動会

P.8P.8

N

PP...888

次年度につながる決算を認定　
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次年度につながる   決算決算を

平成26年９月定例会

９月2日〜19日

　

今
定
例
会
は
、
平
成

　

今
定
例
会
は
、
平
成
2525
年
度
一
般
会
計
ほ
か
各
会
計
決
算
の
認
定
を
中
心
に
、
平
成

年
度
一
般
会
計
ほ
か
各
会
計
決
算
の
認
定
を
中
心
に
、
平
成
2626
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
・
条

年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
・
条

例
の
改
正
・
人
事
案
件
な
ど

例
の
改
正
・
人
事
案
件
な
ど
2727
件
、
請
願
２
件
の
審
議
を
行
な
い
ま
し
た
。
請
願
１
件
を
除
き
全
て
可
決
・
認
定
・
同
意
し
ま
し
た
。

件
、
請
願
２
件
の
審
議
を
行
な
い
ま
し
た
。
請
願
１
件
を
除
き
全
て
可
決
・
認
定
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

な
お
一
般
質
問
に
は

　

な
お
一
般
質
問
に
は
1010
人
の
議
員
が
登
壇
し
、当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
町
の
見
解
や
対
応
を
た
だ
し
、政
策
提
言
を
行
な
い
ま
し
た
。

人
の
議
員
が
登
壇
し
、当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
町
の
見
解
や
対
応
を
た
だ
し
、政
策
提
言
を
行
な
い
ま
し
た
。

平成25年度  一般会計歳出総額平成25年度  一般会計歳出総額　　  9494億億69346934万円万円

平成26年度平成26年度へへ事業事業がが継続継続
　予算は単年度で執行するのが原則です。平成 25年度で使われるはずだった事業費　予算は単年度で執行するのが原則です。平成 25年度で使われるはずだった事業費
合計 11億 9539万円が、次年度に繰り越されました。合計 11億 9539万円が、次年度に繰り越されました。

事故繰越　６事故繰越　６億億14951495万円　万円　台風や雪などの天候不良のため台風や雪などの天候不良のため
西中学校改築事業・野竹川の河川改修事業・電気自動車用充電スタンド設置事業など西中学校改築事業・野竹川の河川改修事業・電気自動車用充電スタンド設置事業など

繰越明許　５繰越明許　５億億80448044万円万円
消防団詰所改築事業・小中学校エアコン設備設置事業・道路や橋りょうの点検事業・道消防団詰所改築事業・小中学校エアコン設備設置事業・道路や橋りょうの点検事業・道
路改良事業（町道222号線）など路改良事業（町道222号線）など

予算化されるも執行できる期間がなく予算化されるも執行できる期間がなく
次年度へ繰り越し次年度へ繰り越し

収納率収納率がが向上
滞納額（税金を納めない）が5038万円 
減りました
努力が認められた点努力が認められた点
●●収納対策室を強化（専門の徴収員を採用）収納対策室を強化（専門の徴収員を採用）
●●コンビニ収納開始（利便性を確保）コンビニ収納開始（利便性を確保）
●●納税コールセンター設置（滞納となら納税コールセンター設置（滞納となら
ないように早期納付を促す）ないように早期納付を促す）

●●納税相談を数多く実施納税相談を数多く実施 　平成 25年度決算は ､ 歳入 98 億 9539 万円と、過去５年間で最多の歳入総額

でした。歳出は 94億 6934 万円で、前年度と比べ 4800 万円の減となりました。

特定健診の特定健診の
受診率が増加受診率が増加
27.74％27.74％からから34.4％34.4％

住宅用太陽光住宅用太陽光
発電設置補助事業発電設置補助事業
当初予算の143％増当初予算の143％増

各種がん検診の
受診率が増加受診率が増加

評価評価

課題課題
認定認定    執行率    執行率

  87.087.0％％

評価

評価

評価 評価

不用額の多さ（予算が執行されなかったお金）
　２億1996万円

病児病後児保育事業
ファミリーサポート
センターに委託
利用件数はゼロ

周知徹底を！周知徹底を！
課題

課題
課題

課題

課
課

家具転倒防止器具
設置補助事業
当初予算 100万円

 
実績は11万5000円

木材推進住宅
リフォーム助成事業

（補正予算）

利用件数はゼロ

十分に活用されなかった事業の一部
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「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」の

花
の
優
先
購
入
先
は

問　

障
が
い
者
団
体
等
か
ら
、
優

先
的
に
花
を
購
入
す
る
考
え
は
。

答　

品
質
と
数
量
の
確
保
が
難
し

い
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、
行
政
区

に
説
明
を
し
、
優
先
的
に
購
入
す

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

病
児
病
後
児
保
育
の

実
績
は

問　

子
育
て
に
関
し
て
の
ニ
ー
ズ

調
査
な
ど
で
は
、
施
設
・
病
院
で

の
預
か
り
を
望
む
声
が
大
き
い

が
。

答　

病
児
病
後
児
保
育
と
し
て
の

利
用
者
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
の
配

置
や
施
設
の
ス
ペ
ー
ス
的
な
問
題

も
あ
り
、
難
し
い
で
す
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
率
は

問　

子
宮
頸
が
ん
に
つ
い
て
積
極

的
勧
奨
は
行
な
っ
て
い
な
い
と
思

う
が
、
接
種
率
は
ど
う
か
。
当
町

に
お
い
て
、
健
康
被
害
は
出
て
い

な
い
か
。

答　

対
象
者
は
２
２
８
人
で
す

が
、
実
際
に
受
け
た
方
は
25
人
で

す
。
個
別
通
知
は
行
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。
副
反
応
の
報
告
は
出
て
い

ま
せ
ん
。

有
害
鳥
獣
駆
除

問　

現
状
と
今
後
の
計
画
は
。

答　

ア
ラ
イ
グ
マ
・
ハ
ク
ビ
シ
ン

は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で
す
。
猪
や
鹿

の
捕
獲
量
の
増
加
が
続
く
た
め
、

今
後
も
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

中
学
校
社
会
体
験
チ
ャ

レ
ン
ジ
事
業

問　

平
成
24
年
ま
で
の
保
険
料
が

な
く
な
っ
て
い
る
が
。

答　

学
校
生
活
に
対
応
し
た
保
険

で
対
応
可
能
の
た
め
、
削
減
し
ま

し
た
。

パ
ト
リ
ア
お
が
わ

問　

利
用
者
が
減
っ
て
い
る
が
。

答　

高
齢
化
が
進
む
中
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
も
あ
り
減
っ

て
い
ま
す
。
ス
ペ
ー
ス
等
の
調
整

を
し
、
健
康
器
具
導
入
も
踏
ま
え

て
、
運
営
懇
話
会
等
で
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

問　

建
物
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
が
。

答　

規
模
か
ら
す
る
と
改
築
に
相

当
な
金
額
が
必
要
で
す
。
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
含
め
て
、
総

合
的
に
判
断
を
し
て
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

旧
上
野
台
中
学
校
の

活
用
は

問　

平
成
25
年
度
の
利
用
実
績

は
。

答　

体
育
館
を
利
用
し
て
い
る
３

団
体
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
１
団
体
・

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
２
団
体
）
で

は
、
延
べ
１
７
７
回
の
利
用
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
管
理
下

の
事
業
と
し
て
、
東
中
学
校
の
部

活
動
利
用
（
バ
レ
ー
・
剣
道
・
サ
ッ

カ
ー
・
野
球
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
各

部
）
で
は
、
平
日
の
放
課
後
・
土

日
祝
日
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
行
政
の
主
催
事
業
や

地
元
自
治
会
の
行
事
等
で
は
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
や
駐
車
場
の
使
用
が
あ

り
ま
し
た
。

予
備
費
の
流
用

問　

55
％
程
度
が
流
用
さ
れ
て
い

る
が
理
由
は
。

答　

大
雪
に
よ
る
除
雪
費
用
、
行

旅
死
亡
人
の
捜
査
費
等
、
緊
急
や

む
を
得
な
い
場
合
の
支
出
で
し

た
。２

月
の
雪

問　

想
定
外
の
降
雪
だ
っ
た
が
、

除
雪
費
用
は
。

答　

１
０
６
８
万
９
２
７
８
円
で

し
た
。

大雪となった２月14日からの降雪

平成

25
年度

特
別
会
計

特
別
会
計

決　

算

決　

算

国
民
健
康
保
険

問　

特
定
健
診
受
診
率
が
向
上
し

た
が
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
た

の
か
。

答　

啓
発
の
チ
ラ
シ
を
商
店
街
に

協
力
し
て
い
た
だ
き
掲
示
を
し
た

り
、
町
も
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

啓
発
し
ま
し
た
。
ま
た
、
未
受
診

者
に
対
し
て
受
診
勧
奨
は
が
き
を

送
付
し
た
効
果
が
大
き
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

問　

人
間
ド
ッ
ク
の
申
し
込
み

が
、
す
ぐ
に
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て

し
ま
う
。
定
員
を
増
や
し
て
は
。

答　

補
助
額
を
下
げ
て
、
定
員
を

増
や
す
な
ど
の
検
討
を
し
て
も
よ

い
か
と
考
え
ま
す
。

介
護
保
険

問　

閉
じ
こ
も
り
予
防
事
業
の
内

容
は
。

答　

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し

た
、
は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ
で
、
体
操

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
健
康
づ

く
り
・
交
流
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

小
川
２
ヵ
所
・
大
河
・
竹
沢
・
八

和
田
・
み
ど
り
が
丘
・
東
小
川
の

７
ヵ
所
で
実
施
し
ま
し
た
。

︽
主
な
質
疑
︾

︽
主
な
質
疑
︾

総
質
疑
数
２
３
５
件
︵
本
会
議
１
１
８
件
、
委
員
会
１
１
７
件
︶

平成

25
年度

一
般
会
計

一
般
会
計

決　

算

決　

算

一
般
会
計

一
般
会
計

補
正
予
算

補
正
予
算

平成

26
年度

育
園
で
42
年
、
大
河
保
育
園
で
は

46
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
竹
沢

保
育
園
に
お
い
て
も
設
立
当
初
に

設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
相
当
な
年

数
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
各
保
育

園
と
協
議
の
後
、
国
の
補
助
金
を

活
用
し
て
、
全
て
撤
去
し
新
し
い

遊
具
に
改
め
ま
す
。

学
童
保
育
の
開
所
時
間

の
延
長

問　

補
助
の
詳
細
と
延
長
に
か
か

る
利
用
料
の
負
担
は
。

答　

補
助
対
象
は
、
18
時
30
分
を

超
え
て
事
業
を
行
な
う
場
合
で
、

延
長
分
の
賃
金
の
増
加
に
必
要
な

経
費
を
補
う
も
の
で
す
。
ま
た
、

開
所
時
間
中
の
賃
金
改
善
分
と
し

て
、
学
童
ク
ラ
ブ
で
従
事
い
た
だ

く
指
導
員
・
職
員
の
処
遇
改
善
の

一
端
を
担
う
も
の
と
考
え
ま
す
。

後
段
に
つ
い
て
は
、
各
学
童
ク
ラ

ブ
に
お
い
て
延
長
分
の
利
用
料
に

差
異
が
あ
る
の
で
、
協
議
し
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

︽
主
な
質
疑
︾

町
立
保
育
園
の
遊
具
を

更
新

問　

詳
細
は
。

答　

現
存
の
遊
具
は
、
八
和
田
保

予
防
接
種
事
業

問　

水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）
ワ
ク

チ
ン
の
定
期
接
種
と
、
経
過
措
置

の
考
え
方
は
。

答　

対
象
は
１
歳
か
ら
３
歳
ま
で

と
な
り
ま
す
。経
過
措
置
と
し
て
、

今
年
度
に
限
り
３
歳
か
ら
５
歳
の

未
接
種
者
に
対
し
て
１
回
行
な
い

ま
す
。
水
痘
患
者
の
多
く
が
５
歳

未
満
の
幼
児
で
あ
る
こ
と
、
及
び

１
回
の
接
種
で
重
症
水
痘
は
大
部

分
が
予
防
で
き
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
国
の
接
種
方
法
に
基
づ
い
て

実
施
し
ま
す
。

栃
本
堰
の
警
報
装
置

問　

設
置
の
理
由
は
。

答　

現
在
、
緊
急
時
に
堰
を
稼
働

す
る
際
は
、
３
名
以
上
の
職
員
で

対
応
し
て
い
ま
す
。
そ
の
人
員
の

負
担
軽
減
と
、
放
送
装
置
・
警
報

ラ
ン
プ
の
設
置
を
図
り
、
で
き
る

限
り
流
域
で
の
水
害
を
防
ぐ
た
め

で
す
。

はつらつクラブで交流を（高校生がボランティアで参加）はつらつクラブで交流を（高校生がボランティアで参加）
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﹁
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
意

見
書
﹂
の
提
出
を
求
め
る
請
願

請
願
者

小
川
町
大
字
大
塚
９
０
１
番
地

　

小
川
町
聴
覚
障
害
者
協
会

　
　

会
長　

長
島　

義
一

請
願
結
果

　

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

委
員
長
報
告
は
﹁
採
択
﹂
で
し
た
。

　

本
会
議
で
の
審
査
も
、﹁
採
択
﹂
と
な
り

ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案

﹁
手
話
言
語
法
︵
仮
称
︶
﹂
の
制
定

を
求
め
る
意
見
書

　

議
員
全
員
賛
成
で
議
決
し
、内
閣
総
理
大

臣
を
は
じ
め
関
係
大
臣
に
提
出
し
ま
し
た
。

﹁
特
定
秘
密
保
護
法
の
撤
廃
を
求

め
る
意
見
書
﹂
の
提
出
を
求
め
る

請
願

請
願
者

小
川
町
大
字
飯
田
４
２
３
番
地
１

　

笠
原　

惠
子　

ほ
か
６
３
３
名

請
願
結
果

　

総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
委
員

長
報
告
は
﹁
不
採
択
﹂
で
し
た
。

　

本
会
議
で
の
審
査
も
、﹁
不
採
択
﹂
と
な

り
ま
し
た
。

請

願

・

意

見

書

柳
田
多
恵
子

井
口　

亮
一

髙
瀬　
　

勉

島
﨑　

隆
夫

柴
崎　
　

勝

山
口　

勝
士

髙
橋
さ
ゆ
り

松
本　

修
三

金
子　

美
登

松
葉　

幸
雄

大
戸　

久
一

根
岸　

成
美

宮
澤　

幹
雄

大
塚　

司
朗

戸
口　
　

勝

小
林　

一
雄

審
議
結
果

一般職の任期付職員の採用等に関する条例制定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条
例制定

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例制定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

保育の必要性の認定に関する基準を定める条例制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

地域福祉推進委員会条例制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

重度心身障害者医療費支給に関する条例の一部を改正する条例制定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

平成26年度一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

平成26年度国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

平成26年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

平成26年度介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

平成26年度下水道事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

平成26年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

平成25年度一般会計歳入歳出決算の認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 認定

平成25年度国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 認定

平成25年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 認定

平成25年度介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入歳出決算の認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 認定

平成25年度下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 認定

平成25年度農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 認定

平成25年度水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 認定

庁舎エコオフィス化改修工事請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

町立西中学校改築工事（二期解体工事）請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

物品購入契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

教育委員会委員の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 同意

監査委員の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 同意

学童クラブ条例の一部を改正する条例制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

議員提出議案

手話言語法（仮称）の制定を求める意見書の提出 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

請願審査結果

「手話言語法制定を求める意見書」の提出を求める請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 採択

「特定秘密保護法の撤廃を求める意見書」の提出を求める請願 ○ ○ × × × × × ○ ○ × × × × × × ー 不採択

議　案　名

審議議案と議員の賛否

※（○は賛成、×は反対）議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します

議　員　名

新しい体育館の前で新しい体育館の前で

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採

用
等
に
関
す
る
条
例
制
定

問　

ど
の
よ
う
な
選
考
で
、
ど
こ

へ
登
用
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

競
争
ま
た
は
選
考
で
選
ぶ
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

税
務
課
の
収
納
対
策
室
の
設
置

に
お
い
て
、
条
例
が
あ
れ
ば
３
年

任
期
で
対
応
が
で
き
た
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
専
門
性
の
高
い
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
対
応
で
き
ま

す
。

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

支
給
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

問　

条
例
改
正
に
よ
る
精
神
障
が

い
者
の
対
象
人
数
は
。

答　

40
名
程
度
で
す
。

問　

65
歳
以
上
の
新
た
な
対
象
者

を
除
外
す
る
の
は
、
な
ぜ
か
。

答　

県
の
補
助
要
綱
の
中
で
、
対

象
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め

で
す
。

西
中
学
校
解
体
工
事

（
旧
管
理
棟
・
体
育
館
）

問　

生
徒
の
登
下
校
時
の
安
全
面

に
配
慮
を
。

答　

フ
ェ
ン
ス
で
囲
み
、
ガ
ー
ド

マ
ン
を
配
置
し
ま
す
。

問　

近
隣
へ
の
騒
音
の
配
慮
は
。

答　

防
音
壁
を
使
う
こ
と
と
、
振

動
の
少
な
い
解
体
方
法
を
と
り
ま

す
。

問　

体
育
館
の
跡
地
利
用
は
。

条
例
の
制
定
・
改
正　

そ
の
他

条
例
の
制
定
・
改
正　

そ
の
他

︽
主
な
質
疑
︾

答　

当
面
は
、
駐
車
場
と
し
て
使

い
ま
す
。

細
川
紙
を
含
め
た

和
紙
資
料
購
入

問　

保
管
方
法
と
活
用
方
法
の
計

画
は
。

答　

目
録
に
基
づ
き
保
管
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
貴
重
な
資
料
と
し

て
、
展
示
を
含
め
た
活
用
方
法
を

考
え
て
い
き
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園・

保
育
所
・
地
域
型
保
育
施
設

問　

町
の
責
任
は
。

答　

施
設
が
給
付
を
受
け
る
た
め

に
、
必
要
と
さ
れ
る
基
準
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と

で
す
。

問　

町
立
保
育
園
は
、
国
の
基
準

よ
り
手
厚
く
な
っ
て
い
る
が
、
維

持
さ
れ
る
の
か
。

答　

障
が
い
児
や
手
の
か
か
る
子

な
ど
、
現
在
も
基
準
以
上
に
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
そ
の
よ
う
に
考

え
て
い
き
ま
す
。

家
庭
的
保
育
施
設

問　

食
事
の
提
供
は
委
託
で
も
可

能
と
の
こ
と
だ
が
、０
〜
２
歳
児
の

保
育
で
は
、
各
施
設
で
自
前
と
す

る
べ
き
で
は
。

答　

自
前
で
つ
く
っ
て
も
ら
い
た

い
と
は
思
い
ま
す
が
、
国
の
基
準

に
従
い
ま
す
。

学
童
保
育
施
設

問　

県
の
基
準
は
先
駆
的
だ
が
、

当
町
の
状
況
は
。

答　

県
の
基
準
を
テ
キ
ス
ト
と
し

て
各
学
童
に
配
布
し
て
お
り
、
ほ

ぼ
同
様
の
基
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

利
用
料
が
各
学
童
で
ま
ち
ま

ち
だ
が
。

答　

６
０
０
０
円
〜
１
万
１
０
０

０
円
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
地

域
性
や
、
や
り
方
の
違
い
が
あ
り

ま
す
。
統
一
し
た
い
の
で
す
が
、

難
し
い
問
題
で
す
。

保
育
の
必
要
性
の
認
定

に
関
す
る
基
準

問　

午
前
中
だ
け
の
パ
ー
ト
で
も

受
け
入
れ
ら
れ
る
か
。

答　

現
在
も
月
に
64
時
間
労
働
で

も
対
応
し
て
い
ま
す
。

問　

兄
弟
で
別
の
保
育
園
と
な
る

と
負
担
が
大
き
い
が
。

答　

ゼ
ロ
歳
児
保
育
の
ス
ペ
ー
ス

が
と
れ
な
い
施
設
も
あ
り
、
ご
苦

労
を
お
願
い
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
法
が
成
立
し
、
そ
の
規
定
に
基
づ
き
、

各
施
設
の
設
備
や
運
営
基
準
を
定
め
る
条
例
が
制
定
さ
れ
ま

し
た
。



町
民
町
民
のの
声声
をを

町
政
町
政
にに

町政をただす
　一般質問とは、議

員が役場の仕事につ

いて、町長の考えや意

見を求め、事柄をた

だしたり、議員や町民

の意見などを述べるこ

とをいいます。議員１

人の持ち時間は75分

に定めており、議会だ

よりでは、このやりと

りを要約して報告して

います。

　今議会では、10人

の議員が一般質問を

行ないました。
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◎比企広域市町村圏組合　
（消防・救急業務、斎場の管理運営、介護・障害審査会）

　平成 26年第２回比企広域市町村圏組合議会定例会

が、平成26年８月25日（月）に東松山市議場で開催

されました。専決処分１件・人事案件１件・条例の制

定３件・補正予算４件・決算の認定４件・請負契約の

締結（滑川分署庁舎新築工事）１件と財産の取得として、

東松山消防団第２分団に水槽つき消防ポンプ自動車１

台、比企広域消防本部に地震体験車１台を購入する議

案が提出され、全て可決されました。

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

新
ご
み
処
理
場
の

行
方

質
問
建
設
予
定
地
が

吉
見
町
に
決
定

し
た
が
、
収
集
運
搬
に
か

か
る
金
額
は
。
ま
た
周
辺

施
設
と
し
て
32
億
５
０
０

０
万
円
が
予
定
さ
れ
て
い

る
が
、
０
円
か
ら
の
積
み

上
げ
方
式
で
の
分
担
割
に

す
べ
き
で
は
。

答
弁

環
境
保
全
課
長

環
境
保
全
課
長　　

平
成
平
成
2626
年
度
の

年
度
の

２
・
２
倍
を
想
定
し
て
い

２
・
２
倍
を
想
定
し
て
い

ま
す
。
ま
た
分
担
金
に
つ

ま
す
。
ま
た
分
担
金
に
つ

い
て
は
、
ご
指
摘
の
方
向

い
て
は
、
ご
指
摘
の
方
向

で
進
め
た
い
と
の
考
え
が

で
進
め
た
い
と
の
考
え
が

あ
り
ま
す
が
、
時
間
が
か

あ
り
ま
す
が
、
時
間
が
か

か
る
と
思
い
ま
す
。

か
る
と
思
い
ま
す
。

止
し
、
高
齢
者
の
尊
厳
と

止
し
、
高
齢
者
の
尊
厳
と

自
立
支
援
に
つ
な
げ
る
も

自
立
支
援
に
つ
な
げ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し

の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
説
明

て
い
た
だ
け
る
よ
う
説
明

し
て
い
き
ま
す
。

し
て
い
き
ま
す
。

細
川
紙
ユ
ネ
ス
コ

文
化
遺
産
登
録
の

今
後
の
取
り
組
み
は

質
問
直
前
ま
で
迫
っ

て
き
た
が
、
こ

れ
か
ら
の
取
り
組
み
は
。

答
弁

産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長　　

登
録
決
定
後
に

登
録
決
定
後
に

は
、
広
報
に
よ
る
報
告
や

は
、
広
報
に
よ
る
報
告
や

駅
前
広
場
懸
垂
幕
の
設

駅
前
広
場
懸
垂
幕
の
設

置
、
歩
道
橋
に
「
日
本
の

置
、
歩
道
橋
に
「
日
本
の

手
漉
き
和
紙　

祝
細
川
紙

手
漉
き
和
紙　

祝
細
川
紙

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

登
録　

小
川
町
」
の
横
断

登
録　

小
川
町
」
の
横
断

幕
を
設
置
。
ま
た
、
有
識

幕
を
設
置
。
ま
た
、
有
識

者
講
演
会
や
貴
重
な
和
紙

者
講
演
会
や
貴
重
な
和
紙

資
料
の
展
示
等
の
イ
ベ
ン

資
料
の
展
示
等
の
イ
ベ
ン

ト
を
考
え
て
い
ま
す
。
着

ト
を
考
え
て
い
ま
す
。
着

実
に
小
川
和
紙
の
よ
さ
、

実
に
小
川
和
紙
の
よ
さ
、

細
川
紙
を
知
っ
て
い
た
だ

細
川
紙
を
知
っ
て
い
た
だ

く
事
業
を
行
な
い
、
多
く

く
事
業
を
行
な
い
、
多
く

の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
増
や
し

の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
増
や
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
す
。

建
設
事
業
の
町
の

あ
り
方
は

質
問
西
中
改
築
が
終

了
し
た
今
「
天

候
の
影
響
が
あ
れ
ば
、
工

期
を
延
ば
し
て
も
大
丈

夫
」
と
談
笑
す
る
業
者
が

い
る
こ
と
に
、
憤
り
を
感

じ
る
。
今
後
の
町
の
姿
勢

と
第
三
者
機
関
へ
の
強
度

検
査
の
依
頼
は
。

答
弁

副
町
長
・
学
校

副
町
長
・
学
校

教
育
課
長

教
育
課
長　

今

　

今

後
は
、
専
門
的
立
場
の
意

後
は
、
専
門
的
立
場
の
意

見
を
聞
き
た
い
と
思
っ
て

見
を
聞
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
瑕
疵
担

い
ま
す
。
ま
た
、
瑕
疵
担

保
に
つ
い
て
は
十
分
注
意

保
に
つ
い
て
は
十
分
注
意

深
く
見
ま
す
が
、
今
回
の

深
く
見
ま
す
が
、
今
回
の

工
事
は
監
理
監
督
会
社
の

工
事
は
監
理
監
督
会
社
の

記
録
の
積
み
重
ね
を
信
頼

記
録
の
積
み
重
ね
を
信
頼

県
・
町
が
３
分
の

県
・
町
が
３
分
の

１
で
す
。
子
ど
も

１
で
す
。
子
ど
も

子
育
て
会
議
で
、

子
育
て
会
議
で
、

ニ
ー
ズ
調
査
の
結

ニ
ー
ズ
調
査
の
結

果
に
基
づ
く
「
子

果
に
基
づ
く
「
子

ど
も
子
育
て
支
援

ど
も
子
育
て
支
援

事
業
計
画
」
の
内

事
業
計
画
」
の
内

容
を
検
討
し
て
い

容
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
利
用
希
望

ま
す
。
利
用
希
望

状
況
な
ど
を
勘
案

状
況
な
ど
を
勘
案

し
な
が
ら
、
３
月
末
に
は

し
な
が
ら
、
３
月
末
に
は

策
定
が
終
了
す
る
予
定
で

策
定
が
終
了
す
る
予
定
で

す
。
充
実
し
た
内
容
に
な

す
。
充
実
し
た
内
容
に
な

る
よ
う
、
議
会
に
報
告
し

る
よ
う
、
議
会
に
報
告
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

た
い
と
思
い
ま
す
。

介
護
保
険
の

新
し
い
３
年
間
の

ス
タ
ー
ト
に
向
け

質
問
要
支
援
の
方
へ

の
混
乱
が
心
配

さ
れ
る
が
。

答
弁

福
祉
介
護
課
長

福
祉
介
護
課
長　　

新
事
業
へ
の
移

新
事
業
へ
の
移

行
に
向
け
、
サ
ー
ビ
ス
提

行
に
向
け
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
事
業
所
を
含
め
、
要
支

供
事
業
所
を
含
め
、
要
支

援
者
に
は
い
つ
か
ら
新
事

援
者
に
は
い
つ
か
ら
新
事

業
を
開
始
す
る
の
か
。
ま

業
を
開
始
す
る
の
か
。
ま

た
、
用
意
さ
れ
る
総
合
事

た
、
用
意
さ
れ
る
総
合
事

業
は
、
要
支
援
の
状
態
を

業
は
、
要
支
援
の
状
態
を

軽
減
、
ま
た
は
悪
化
を
防

軽
減
、
ま
た
は
悪
化
を
防

質
問
「
七
夕
ま
つ
り

の
竹
飾
り
が
少

な
く
な
っ
た
」
と
町
民
は

感
じ
て
い
る
。
１
０
０
０

万
円
の
税
金
が
投
入
さ

れ
、
官
と
民
で
構
成
さ
れ

る
実
行
委
員
会
で
盛
り
上

げ
て
い
く
に
は
、
し
っ
か

り
と
民
の
考
え
に
耳
を
傾

け
て
も
ら
い
た
い
が
。

答
弁

産
業
観
光
課
長

秋
口
に
行
な
わ

秋
口
に
行
な
わ

れ
る
実
行
委
員
会
に
て
、

れ
る
実
行
委
員
会
に
て
、

し
っ
か
り
と
反
省
を
聞

し
っ
か
り
と
反
省
を
聞

き
、
そ
の
内
容
に
沿
っ
た

き
、
そ
の
内
容
に
沿
っ
た

祭
り
に
す
べ
く
話
し
合
い

祭
り
に
す
べ
く
話
し
合
い

を
し
て
い
き
ま
す
。

を
し
て
い
き
ま
す
。

質
問
市
町
村
事
業
と

位
置
づ
け
ら
れ

た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
学
童
保
育
）
の
充
実
は
。

答
弁

子
育
て
支
援
課

子
育
て
支
援
課

長長　

開
所
時
間

　

開
所
時
間

の
延
長
に
伴
う
指
導
者
の

の
延
長
に
伴
う
指
導
者
の

賃
金
へ
の
補
助
に
つ
い

賃
金
へ
の
補
助
に
つ
い

て
、
補
正
予
算
を
計
上
し

て
、
補
正
予
算
を
計
上
し

ま
し
た
。負
担
割
合
は
国・

ま
し
た
。負
担
割
合
は
国・

町づくり

納税者の立場に立った、行政運営を

子育て支援

働く親を支える「放課後児童クラブ」の充実を

町民の声を反映していきます

「子ども子育て支援事業計画」の内容を検討

戸口　勝議員

山口勝士議員

町民とともに歩む町だ
から、耳を傾けて！

国を挙げて母親の就労を支え
る政策が始まっている！

第 66回七夕まつり

ごみ・し尿処理・消防・
救急・斎場等の議会報告

◎小川地区衛生組合
（ごみ処理、し尿処理）

　平成26年８月26日（火）に、第２回定例議会が開

かれました。

　議案は、平成26年度の補正予算１件と、平成25年

度小川地区衛生組合一般会計歳入歳出決算の認定につい

てで、審議の結果全て可決されました。

　平成25年度決算の歳入総額は13億 1234万円、歳

出総額は11億 9491万円で、差引額の１億1743万円

が平成26年度に繰り越されました。

　今後は、し尿処理施設の延命化計画の実施や、可燃

物・不燃物両処理にかかる機器などの補修が予測される

ため、より一層の経費削減をしなければならないと考え

ます。
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改
善
の
余
地
が
あ
る
と

改
善
の
余
地
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
も
う
少

思
っ
て
い
ま
す
。
も
う
少

し
前
面
に
出
て
も
よ
い
の

し
前
面
に
出
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。当
町
全
体
と
し
て
、

ま
す
。当
町
全
体
と
し
て
、

各
課
と
相
談
し
な
が
ら
検

各
課
と
相
談
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

討
し
て
い
き
ま
す
。

質
問
当
町
で
婚
姻
届

を
出
さ
れ
た

カ
ッ
プ
ル
に
写
真
撮
影
を

行
な
い
、
結
婚
の
お
祝
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
和
紙
に
し

た
た
め
た
台
紙
に
入
れ
、

中
間
取
り
ま
と
め
の
中
で

中
間
取
り
ま
と
め
の
中
で

デ
マ
ン
ド
交
通
の
推
進
を

デ
マ
ン
ド
交
通
の
推
進
を

打
ち
出
し
、「
地
域
公
共

打
ち
出
し
、「
地
域
公
共

交
通
網
形
成
計
画
」
を
作

交
通
網
形
成
計
画
」
を
作

成
す
る
自
治
体
を
総
合
的

成
す
る
自
治
体
を
総
合
的

に
支
援
す
る
よ
う
だ
が
、

に
支
援
す
る
よ
う
だ
が
、

当
町
の
作
成
予
定
は
。

当
町
の
作
成
予
定
は
。

答
弁

政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長　　

当
町
で
も
「
地

当
町
で
も
「
地

域
公
共
交
通
網
形
成
計

域
公
共
交
通
網
形
成
計

画
」
は
必
要
と
考
え
て
お

画
」
は
必
要
と
考
え
て
お

り
、
作
成
の
方
向
で
進
め

り
、
作
成
の
方
向
で
進
め

て
い
き
ま
す
。

て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

◎
町
内
小
規
模
事
業
者
へ

◎
町
内
小
規
模
事
業
者
へ

の
支
援
政
策
に
つ
い
て

の
支
援
政
策
に
つ
い
て

化
が
進
ん
だ
将
来
に
は
、

化
が
進
ん
だ
将
来
に
は
、

移
動
困
難
者
の
移
動
手
段

移
動
困
難
者
の
移
動
手
段

の
確
保
に
向
け
た
検
討
を

の
確
保
に
向
け
た
検
討
を

進
め
る
こ
と
が
必
要
と
し

進
め
る
こ
と
が
必
要
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
交
通
政
策
基
本
法
や

ら
、
交
通
政
策
基
本
法
や

地
域
公
共
交
通
活
性
化
再

地
域
公
共
交
通
活
性
化
再

生
法
改
正
等
の
交
通
政
策

生
法
改
正
等
の
交
通
政
策

に
関
す
る
情
報
収
集
に
努

に
関
す
る
情
報
収
集
に
努

め
る
と
と
も
に
、
地
域
公

め
る
と
と
も
に
、
地
域
公

共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

検
討
す
る
中
で
取
り
組
ん

検
討
す
る
中
で
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
で
す
。

で
い
き
た
い
で
す
。

質
問
近
隣
市
町
村
の

状
況
で
は
、
交

通
空
白
地
域
の
高
齢
者
の

皆
さ
ん
に
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
や
タ
ク
シ
ー
券
の
配

付
な
ど
、
何
ら
か
の
支
援

を
行
な
っ
て
い
る
が
、
当

町
は
い
ま
だ
調
査
研
究
の

み
で
あ
る
。
以
前
配
付
し

て
い
た
タ
ク
シ
ー
券
を
復

活
し
て
、
一
歩
踏
み
出
そ

う
で
は
な
い
か
。

答
弁

町
長
町
長　

実
現
に

　

実
現
に

向
け
て
検
討
し

向
け
て
検
討
し

て
い
き
た
い
で
す
。

て
い
き
た
い
で
す
。

た
っ
て
い
ま
す
。

た
っ
て
い
ま
す
。

質
問
町
長
は
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
、「
職

員
に
、
や
る
気
の
対
応
・

接
客
意
識
の
向
上
を
望
み

ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
た
が
、
総
合
案
内
は
今

の
ま
ま
で
よ
い
と
い
う
こ

と
か
。

答
弁

町
長
町
長　

玄
関
を

　

玄
関
を

入
っ
て
左
側
に

入
っ
て
左
側
に

あ
る
生
活
あ
ん
し
ん
室
を

あ
る
生
活
あ
ん
し
ん
室
を

総
合
案
内
と
す
る
に
は
、

総
合
案
内
と
す
る
に
は
、

ワ
ー
ク
の
再
構
築
を
図
る

ワ
ー
ク
の
再
構
築
を
図
る

こ
と
が
、
法
改
正
の
ポ
イ

こ
と
が
、
法
改
正
の
ポ
イ

ン
ト
と
な
り
ま
す
。

ン
ト
と
な
り
ま
す
。

質
問
地
域
公
共
交
通

地
域
公
共
交
通

に
つ
い
て
町
長

に
つ
い
て
町
長

は
、「
住
民
と
一
緒
に
考

は
、「
住
民
と
一
緒
に
考

え
た
い
」「
公
聴
会
を
実

え
た
い
」「
公
聴
会
を
実

施
し
た
い
」
と
答
弁
さ
れ

施
し
た
い
」
と
答
弁
さ
れ

た
。
町
は
、
交
通
政
策
に

た
。
町
は
、
交
通
政
策
に

つ
い
て
積
極
的
に
研
究
す

つ
い
て
積
極
的
に
研
究
す

べ
き
で
は
。

べ
き
で
は
。

答
弁

政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長　　

交
通
政
策
に
関

交
通
政
策
に
関

す
る
法
改
正
等
に
伴
う
情

す
る
法
改
正
等
に
伴
う
情

報
を
注
視
し
な
が
ら
、
取

報
を
注
視
し
な
が
ら
、
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

い
ま
す
。

質
問
国
は
、
交
通
政

国
は
、
交
通
政

策
基
本
計
画

策
基
本
計
画  

な
い
方
々
を
ど
の
よ
う
に

支
援
し
て
い
く
べ
き
か
、

公
共
交
通
機
関
・
企
業
・

商
店
会
な
ど
と
連
携
を
図

り
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら

研
究
し
て
い
く
」
と
答
弁

を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
、
進

ん
で
い
る
か
。
ま
た
、
移

動
困
難
者
の
移
動
手
段
の

確
保
に
つ
い
て
、
町
の
考

え
方
や
対
応
は
。

答
弁

政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長　　

具
体
的
な
取
り

具
体
的
な
取
り

組
み
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん

組
み
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん

が
、
今
後
、
当
町
の
高
齢

が
、
今
後
、
当
町
の
高
齢

質
問
庁
舎
１
階
に
総

合
案
内
の
担
当

者
を
配
置
で
き
な
い
も
の

か
。答

弁
総
務
課
長

総
務
課
長　

当

　

当

町
で
は
、
町
民

町
で
は
、
町
民

生
活
課
の
生
活
あ
ん
し
ん

生
活
課
の
生
活
あ
ん
し
ん

室
に
庁
舎
案
内
の
窓
口
を

室
に
庁
舎
案
内
の
窓
口
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
主
に

設
置
し
て
い
ま
す
。
主
に

臨
時
職
員
で
は
あ
り
ま
す

臨
時
職
員
で
は
あ
り
ま
す

が
、
毎
日
午
前
９
時
か
ら

が
、
毎
日
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
の
間
は
、

午
後
５
時
ま
で
の
間
は
、

担
当
者
と
し
て
職
務
に
当

担
当
者
と
し
て
職
務
に
当

質
問
人
口
減
少
・
少

人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
が
加

子
高
齢
化
が
加

速
度
的
に
進
展
す
る
こ
と

速
度
的
に
進
展
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
方
に
お
い
て

に
よ
り
、
地
方
に
お
い
て

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
縮
小
や
サ
ー
ビ
ス
低
下

の
縮
小
や
サ
ー
ビ
ス
低
下

が
心
配
さ
れ
て
い
る
。
そ

が
心
配
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
に
伴
い
、
地
域
の
総
合

れ
に
伴
い
、
地
域
の
総
合

行
政
を
担
う
自
治
体
が
先

行
政
を
担
う
自
治
体
が
先

頭
に
立
っ
て
進
め
る
「
地

頭
に
立
っ
て
進
め
る
「
地

域
公
共
交
通
の
活
性
化
及

域
公
共
交
通
の
活
性
化
及

び
再
生
に
関
す
る
法
律
」

び
再
生
に
関
す
る
法
律
」

の
一
部
が
改
正
さ
れ
た

の
一
部
が
改
正
さ
れ
た

が
、
具
体
的
に
は
。

が
、
具
体
的
に
は
。

答
弁

政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長　　

交
通
政
策
基
本

交
通
政
策
基
本

法
に
の
っ
と
り
、
地
方
公

法
に
の
っ
と
り
、
地
方
公

共
団
体
が
中
心
に
な
っ

共
団
体
が
中
心
に
な
っ

て
、
ま
ち
づ
く
り
に
連
携

て
、
ま
ち
づ
く
り
に
連
携

し
、
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

し
、
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

交通網整備

地域公共交通計画の作成予定は

移動困難者への支援

交通空白地域の高齢者への移動支援を
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

庁
舎
内
に
総
合
案
内
を

町
民
が
入
り
や
す
い
よ
う
な
改
善
を
検
討

作成の方向で進めていきます

地域公共交通ネットワークを検討する中で取り組む

髙橋さゆり議員

井口亮一議員

柴崎　勝議員

記
念
品
と
し
て
贈
呈
し
て

は
ど
う
か
。

答
弁

町
民
生
活
課
長

町
民
生
活
課
長　　

新
た
な
サ
ー
ビ

新
た
な
サ
ー
ビ

ス
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ

ス
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
本
来
行
な
っ
て
い
る

て
、
本
来
行
な
っ
て
い
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
業
務
に

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
業
務
に

影
響
す
る
よ
う
で
は
、
本

影
響
す
る
よ
う
で
は
、
本

末
転
倒
で
す
。
こ
れ
か
ら

末
転
倒
で
す
。
こ
れ
か
ら

は
、
受
付
の
際
に
は
「
お

は
、
受
付
の
際
に
は
「
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
お
幸
せ
に
」
な
ど
一
声

「
お
幸
せ
に
」
な
ど
一
声

を
添
え
て
、
お
祝
い
の
気

を
添
え
て
、
お
祝
い
の
気

持
ち
を
お
伝
え
し
て
い
き

持
ち
を
お
伝
え
し
て
い
き

ま
す
。

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◎
消
費
者
教
育
に
つ
い
て

◎
企
業
立
地
の
支
援
体
制

に
つ
い
て

国はデマンド交通推進！　
当町は？

高齢者の移動支援に向けて
一歩踏み出そう

質
問
以
前
質
問
さ
せ

て
い
た
だ
い
た

高
齢
者
の
移
動
支
援
に
つ

い
て
、「
交
通
機
関
を
利

用
で
き
る
環
境
に
あ
り
な

が
ら
利
用
し
な
い
、
で
き

もっとふんわりとした考え方が
できないのかなぁ

現在の庁舎案内

ときがわ町のデマンドバス
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化
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

下
小
川
地
区
で
現
在
も
行

な
っ
て
い
る
「
朝
の
ラ
ジ

オ
体
操
」
の
参
加
者
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
、
30
人
中
25

人
が
、
ず
っ
と
続
け
て
ほ

し
い
と
回
答
し
て
い
る
。

日
本
一
ラ
ジ
オ
体
操
の
盛

ん
な
町
を
目
指
し
、
熱
意

を
持
っ
て
、
全
町
で
推
進

す
る
べ
き
で
は
。

答
弁

健
康
増
進
課
長

健
康
増
進
課
長　　

現
在
策
定
中
の

現
在
策
定
中
の

健
康
増
進
計
画
の
中
で
、

健
康
増
進
計
画
の
中
で
、

各
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

各
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

て
実
施
で
き
る
方
向
で
、

て
実
施
で
き
る
方
向
で
、

調
整
し
て
い
き
ま
す
。

調
整
し
て
い
き
ま
す
。

防
災
訓
練
・
土
砂

災
害

質
問
こ
こ
数
年
、
全

国
の
至
る
と
こ

ろ
で
想
定
外
の
災
害
が
発

生
。
今
年
２
月
の
大
雪
も

想
定
外
だ
っ
た
が
、
こ
れ

か
ら
も
起
こ
り
得
る
地

質
問
盆
地
の
持
つ
特

徴
を
生
か
し
た

新
た
な
特
産
品
の
開
発

や
、関
連
企
業
の
誘
致
は
。

答
弁

産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長　　

特
産
品
に
関
す

特
産
品
に
関
す

る
企
業
誘
致
は
行
な
っ
て

る
企
業
誘
致
は
行
な
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
現
在
町
で

い
ま
せ
ん
が
、
現
在
町
で

は
、
地
元
産
の
有
機
栽
培

は
、
地
元
産
の
有
機
栽
培

米
や
麦
を
使
用
し
た
地

米
や
麦
を
使
用
し
た
地

酒
・
地
ビ
ー
ル
が
発
売
さ

酒
・
地
ビ
ー
ル
が
発
売
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町

内
産
の
ブ
ド
ウ
を
利
用
し

内
産
の
ブ
ド
ウ
を
利
用
し

た
ワ
イ
ン
も
委
託
製
造
さ

た
ワ
イ
ン
も
委
託
製
造
さ

れ
て
お
り
、
６
次
産
業
化

れ
て
お
り
、
６
次
産
業
化

の
相
談
等
に
応
じ
て
い
ま

の
相
談
等
に
応
じ
て
い
ま

す
。
す
。

核
平
和
都
市
宣
言
の
町
」

核
平
和
都
市
宣
言
の
町
」

だ
け
で
な
く
、
他
の
宣
言

だ
け
で
な
く
、
他
の
宣
言

も
と
も
に
掲
示
し
て
あ
り

も
と
も
に
掲
示
し
て
あ
り

ま
し
た
の
で
、
ホ
ー
ム

ま
し
た
の
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
掲
載
な
ど
も

ペ
ー
ジ
で
の
掲
載
な
ど
も

含
め
て
関
係
各
課
と
協
議

含
め
て
関
係
各
課
と
協
議

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

質
問
頻
発
す
る
米
軍

機
の
騒
音
・
低

空
飛
行
へ
の
苦
情
は
。
他

地
域
で
は
部
品
落
下
事
故

な
ど
も
起
き
て
い
る
。
苦

情
を
上
げ
る
こ
と
、
事
前

に
飛
行
計
画
の
通
知
を
求

め
る
こ
と
も
可
能
だ
と
思

う
が
。

答
弁

総
務
課
長　

総
務
課
長　

米米

軍
機
は
、
日
米

軍
機
は
、
日
米

地
位
協
定
に
よ
っ
て
日
本

地
位
協
定
に
よ
っ
て
日
本

の
航
空
法
の
適
用
外
と

の
航
空
法
の
適
用
外
と

な
っ
て
い
ま
す
。
苦
情
・

な
っ
て
い
ま
す
。
苦
情
・

問
い
合
わ
せ
が
過
去
に
３

問
い
合
わ
せ
が
過
去
に
３

件
あ
り
ま
し
た
が
、
事
情

件
あ
り
ま
し
た
が
、
事
情

を
説
明
し
ま
し
た
。
事
前

を
説
明
し
ま
し
た
。
事
前

通
知
に
つ
い
て
は
調
査
し

通
知
に
つ
い
て
は
調
査
し

ま
す
。
頻
繁
に
起
き
る
よ

ま
す
。
頻
繁
に
起
き
る
よ

う
で
あ
れ
ば
、
苦
情
と
し

う
で
あ
れ
ば
、
苦
情
と
し

て
上
（
国
・
県
）
に
上
げ

て
上
（
国
・
県
）
に
上
げ

て
い
く
こ
と
は
検
討
し
な

て
い
く
こ
と
は
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。

ま
す
。

質
問
暑
さ
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
る
自
治
体

は
、
同
時
に
熱
中
症
対
策

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

当
町
の
取
り
組
み
は
。

答
弁

健
康
増
進
課
長

健
康
増
進
課
長　　

天
気
予
報
・
熱

天
気
予
報
・
熱

中
症
指
数
等
を
確
認
し
、

中
症
指
数
等
を
確
認
し
、

危
険
を
有
す
る
場
合
に

危
険
を
有
す
る
場
合
に

は
、
防
災
無
線
や
防
災

は
、
防
災
無
線
や
防
災

メ
ー
ル
の
機
能
を
活
用
し

メ
ー
ル
の
機
能
を
活
用
し

て
注
意
喚
起
を
行
な
っ
て

て
注
意
喚
起
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
健
康
長

い
ま
す
。
ま
た
、
健
康
長

寿
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
様
に

寿
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
様
に

啓
発
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

啓
発
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

配
付
し
、
地
域
の
方
々
へ

配
付
し
、
地
域
の
方
々
へ

情
報
の
提
供
を
お
願
い
し

情
報
の
提
供
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

と
考
え
ま
す
。
文
化
祭
の

と
考
え
ま
す
。
文
化
祭
の

際
に
、
全
校
生
徒
の
前
で

際
に
、
全
校
生
徒
の
前
で

広
島
で
の
体
験
を
発
表
す

広
島
で
の
体
験
を
発
表
す

る
機
会
を
設
け
て
い
る
と

る
機
会
を
設
け
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、

社
会
科
教
育
の
中
で
平
和

社
会
科
教
育
の
中
で
平
和

学
習
は
行
な
っ
て
い
ま

学
習
は
行
な
っ
て
い
ま

す
。
す
。質

問
庁
舎
前
に
あ
っ

た
「
非
核
平
和

都
市
宣
言
の
町
」
の
木
製

看
板
が
撤
去
さ
れ
て
い

る
。
再
建
を
。

答
弁

総
務
課
長

総
務
課
長　

土

　

土

台
が
腐
食
し
危

台
が
腐
食
し
危

険
な
た
め
、
昨
年

険
な
た
め
、
昨
年
1111
月
に
月
に

取
り
除
き
ま
し
た
。「
非

取
り
除
き
ま
し
た
。「
非

質
問

体
力
向

上
と
健

康
の
保
持
や
増
進

を
目
的
と
し
た
ラ

ジ
オ
体
操
は
、
そ

の
時
間
帯
・
場
所
・

人
数
等
を
問
わ
ず
、

費
用
が
か
か
ら
ず

に
血
圧
や
血
糖
値

の
低
下
と
、
医
療

費
削
減
効
果
が
大

き
い
。
認
知
症
予

防・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
、
地
域
活
性

質
問
地
域
気
象
観
測

所（
ア
メ
ダ
ス
）

を
誘
致
で
き
な
い
か
。

答
弁

総
務
課
長

総
務
課
長　

ア

　

ア

メ
ダ
ス
の
増
設

メ
ダ
ス
の
増
設

に
つ
い
て
気
象
庁
に
問
い

に
つ
い
て
気
象
庁
に
問
い

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、「
ア

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、「
ア

メ
ダ
ス
は
、
気
象
状
況
を

メ
ダ
ス
は
、
気
象
状
況
を

時
間
的
・
地
域
的
に
細
か

時
間
的
・
地
域
的
に
細
か

く
監
視
し
、
気
象
災
害
の

く
監
視
し
、
気
象
災
害
の

防
止
と
軽
減
を
目
的
と
し

防
止
と
軽
減
を
目
的
と
し

て
全
国
に
整
備
し
て
い
ま

て
全
国
に
整
備
し
て
い
ま

す
。
気
温
に
つ
い
て
は
、

す
。
気
温
に
つ
い
て
は
、

お
お
む
ね

お
お
む
ね
2020
キ
ロ
メ
ー
ト

キ
ロ
メ
ー
ト

ル
間
隔
で
観
測
網
を
整
備

ル
間
隔
で
観
測
網
を
整
備

し
て
い
て
、
現
状
で
新
た

し
て
い
て
、
現
状
で
新
た

な
地
点
に
観
測
所
を
設
け

な
地
点
に
観
測
所
を
設
け

る
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
」

る
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

と
の
こ
と
で
し
た
。

質
問
町
が
行

な
っ
て

い
る
平
和
事
業
、

特
に
広
島
平
和
式

典
へ
の
中
学
生
派

遣
事
業
の
さ
ら
な

る
充
実
・
拡
大
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
中
学

校
・
中
学
生
全
体

で
共
有
す
る
試
み

は
。
夏
休
み
の
１

日
を
平
和
に
つ
い

て
考
え
る
日
と
し

て
課
題
を
出
す
な

ど
、
平
和
学
習
は
。

答
弁

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

他他　

拡
大
と
ま

　

拡
大
と
ま

で
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
今

で
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
今

後
も
人
数
を
減
ら
す
こ
と

後
も
人
数
を
減
ら
す
こ
と

な
く
実
施
し
て
い
き
た
い

な
く
実
施
し
て
い
き
た
い

まちおこし

「もっと暑いぞ !!  小川町」暑さを売りにしたまちおこしは

平和事業

「非核平和都市宣言」看板の再建を
健
康
長
寿

朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
推
進
を

朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
推
進
を

健
康
増
進
計
画
の
中
で
検
討

健
康
増
進
計
画
の
中
で
検
討

熊谷市との違いを訴えることに難を感じます

関係各課と協議します

大戸久一議員

髙瀬　勉議員

柳田多恵子議員

震
・
崖
崩
れ
・
土
砂
災
害
・

台
風
等
に
よ
る
風
水
害
な

ど
、
ど
ん
な
災
害
が
発
生

す
る
か
想
定
で
き
な
い
。

し
か
し
、
あ
ら
ゆ
る
災
害

時
に
起
こ
り
得
る
問
題
点

が
、
防
災
訓
練
を
繰
り
返

し
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、

指
揮
系
統
・
組
織
の
対
応

等
が
認
識
さ
れ
、
想
定
外

の
こ
と
が
想
定
内
に
な

る
。
当
町
に
お
い
て
も
、

あ
ら
ゆ
る
災
害
を
想
定
し

た
防
災
訓
練
を
、
年
１
回

は
行
な
う
べ
き
で
は
。

答
弁

総
務
課
長

総
務
課
長　

町

　

町

主
体
の
防
災
訓

主
体
の
防
災
訓

練
も
で
き
る
だ
け
行
な
っ

練
も
で
き
る
だ
け
行
な
っ

て
い
き
ま
す
が
、こ
れ
か

て
い
き
ま
す
が
、こ
れ
か

ら
は
、自
主
防
災
組
織
に

ら
は
、自
主
防
災
組
織
に

よ
る
地
域
主
体
の
防
災
訓

よ
る
地
域
主
体
の
防
災
訓

練
を
中
心
に
行
な
っ
て
い

練
を
中
心
に
行
な
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◎
Ｉ
Ｃ
ウ
ォ
ー
ク
事
業

雪ニモ　夏ノ暑サニモマケヌ…

今だからこそ、しっかり
力を入れて！

下小川の朝のラジオ体操風景下小川の朝のラジオ体操風景

庁舎前にあった看板庁舎前にあった看板

涼を求めて

とにかく来て体験してみて、
気持ちいいよー
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仙
覚
万
葉
ま
つ
り

に
つ
い
て

質
問
こ
の
ま
つ
り
を

生
か
し
た
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

考
え
て
、盛
り
上
げ
て
は
。

答
弁

政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長　　

慎
重
に
考
え
て

慎
重
に
考
え
て

い
き
ま
す
。

い
き
ま
す
。

質
問
一
句
読
む
こ
と

は
心
を
落
ち
つ

か
せ
る
。
ま
た
、
他
人
の

読
ん
だ
句
を
読
み
解
く
こ

と
は
、
思
い
や
り
の
心
を

業
補
助
金
を
交
付
し
て
い

業
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
農
地
維
持
支
払
部

ま
す
。
農
地
維
持
支
払
部

分
は
、
実
施
団
体
の
意
見

分
は
、
実
施
団
体
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
町
負
担

を
聞
き
な
が
ら
、
町
負
担

分
の
一
部
と
し
て
補
償
金

分
の
一
部
と
し
て
補
償
金

の
一
部
を
活
用
し
て
い
き

の
一
部
を
活
用
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

資
源
向
上
支
払
交
付
金
や

資
源
向
上
支
払
交
付
金
や

そ
の
他
の
地
区
に
つ
い
て

そ
の
他
の
地
区
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
財
政
当
局
と

は
、
今
後
、
財
政
当
局
と

調
整
し
て
い
き
た
い
と
思

調
整
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

平
成

　

平
成
2727
年
度
か
ら
の
計

年
度
か
ら
の
計

画
制
度
の
主
な
変
更
点

画
制
度
の
主
な
変
更
点

は
、
活
動
組
織
が
事
業
計

は
、
活
動
組
織
が
事
業
計

画
を
作
成
し
て
市
町
村
の

画
を
作
成
し
て
市
町
村
の

認
定
を
受
け
、
そ
れ
に
基

認
定
を
受
け
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
活
動
に
取
り
組
む

づ
い
て
活
動
に
取
り
組
む

こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
と
と
な
り
ま
す
。

識
を
共
有
す
る
努
力
を
。

答
弁

環
境
保
全
課
長

環
境
保
全
課
長　　

方
法
を
考
え
て

方
法
を
考
え
て

い
き
ま
す
。

い
き
ま
す
。

質
問
水
資
源
を
生
か

し
、
特
徴
あ
る

施
策
を
考
え
て
い
っ
て
ほ

し
い
が
。

答
弁

環
境
保
全
課
長

環
境
保
全
課
長　　

環
境
基
本
計
画

環
境
基
本
計
画

を
十
分
検
証
し
、
次
期
計

を
十
分
検
証
し
、
次
期
計

画
で
考
え
て
い
き
ま
す
。

画
で
考
え
て
い
き
ま
す
。

異
な
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の
み
の

異
な
り
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業
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組
織
で
も
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と
の
協
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に

組
織
で
も
町
と
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協
定
に

よ
り
交
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金
の
一
部
を
受

よ
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付
金
の
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部
を
受

け
ら
れ
ま
す
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の
た
め
、
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ら
れ
ま
す
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の
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、
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存
の
土
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区
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中
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合
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中

心
に
、
組
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化
を
図
り
た

心
に
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組
織
化
を
図
り
た

い
と
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て
い
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す
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と
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え
て
い
ま
す
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的
機
能
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払
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能
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払
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維
持
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払
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、
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０
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０
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０
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０
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０
０
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０
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に
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に
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用
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質
問
企
業
や
店
舗
の

誘
致
に
は
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ま

ず
町
内
の
イ
ン
フ
ラ
の
確

認
と
拡
充
が
必
要
だ
と
思

う
が
。
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環
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に
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す
る
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に
つ
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て
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う
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理
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題
の

解
決
に
向
け
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積
極
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に

研
究
し
町
民
へ
伝
え
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認

質
問
平
成
26
年
６
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に
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し
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業
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の
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全
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払
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部

水
保
全
管
理
支
払
と
一
部

農業支援

多面的機能支払の法制化に向けて、町は農業の本格的支援を

町
づ
く
り

住
み
や
す
い
町
、誇
れ
る
町
を
目
指
す
た
め
に
は

次
期
総
合
振
興
計
画
の
中
で
考
え
て
い
き
ま
す

次
期
総
合
振
興
計
画
の
中
で
考
え
て
い
き
ま
す

財政当局と調整していきたい

島﨑隆夫議員

金子美登議員

育
む
と
思
う
の
で
、
学
習

指
導
の
中
で
も
っ
と
扱
っ

て
ほ
し
い
が
。
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長

学
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育
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な
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で
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て
い
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長
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準
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で
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議

準
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で
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し
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ま
す
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質
問
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葉
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フ
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催
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い
か
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か
。
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。
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和紙の町、万葉の町、心の
ふるさとと呼べる町へ

日本型直接支払制度が
始まります

美しい景観が残る内洞沢

仙覚万葉のまち

　私は、小川町が好きです。比企丘
陵の緑、槻川の清流。小川和紙や小
川絹、地酒造りなど地場産業は、自

然と共存しながら発展してきたこと。かつては、物
資の集散地として地域産業の中心地でもあった名残
もあります。
　仙覚律師の万葉集注釈の地。また富岡製糸場の創
業に寄与した工女取締役・青木てるの功績が、県民
だよりにも紹介されていました。
　町内には、さまざまな祭りや伝統民俗行事など多
くの歴史・文化史跡があります。
　私は、武蔵の小京都にふさわしい小川町の豊かな
自然、歴史と文化を、次世代を担う子どもたちに「心
のふるさと」として引き継ぐことが大切だと思いま
す。そして、地元からはさらに、小川町の奥深い文
化の魅力を情報発信することを期待します。

　小川町に住み始めて10年が過ぎま
すが、この地は自然が豊かで人情味も
すごくあり、大変住みやすい町である

と感じます。この環境を維持・向上させ
るために、議員の方々を中心にいろいろな仕組みや活動
の変革をされ、苦労されながら対応していただいている
ものと思われます。
　近年、河川や道路の整備が一層進み、また大企業の進
出など、町として変化・向上しているのが目につくよう
になってきました。今後さらに「住みやすいまちづくり」
を進めるためには、まだまだ積み残った問題がたくさん
あり、それは決して簡単なことではないと感じます。
　以前、議会報の中で、駅周辺の再開発の一般質問があ
りました。この案件も大変なことではあると思いますが、
ぜひ進めてもらいたいものです。「住みやすいまちづく
り」を考える上で、議会も淡々とではなく、泥臭くじっ
くりと話し合い、いざ決まったことを進める上では、私
たち町民が少しでも一緒に手伝い、活動できるようであ
れば、今以上の住みやすい小川町ができると思います。

住みやすいまちづくり
みどりが丘　高

たか

橋
はし

　 伸
のぼる

私のふるさと小川町
奈良梨　鈴

すず

木
き

　智
さとし
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議会では町民の皆様の生活に直結した重要な問題

が審議されています。ぜひ傍聴にお越しください。
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シリーズ　安全・安心の主役たち⑫議 員
記者クラブ

我が町我が町 再 発 見

みどりが丘夜間パトロールみどりが丘夜間パトロール

QRコードを
読み込むと、
議会のホーム
ページが表示
されます。

　みどりが丘自治会には安全対策部があり

ます。主な活動内容は、毎週水曜日の夜 20

時からの夜間パトロール・月 1回の昼間の

パトロール・自治会祭り・運動会・環境整

備での警備も担当しています。団地内に危

険箇所がないか、空き家の見張りも行なっ

ています。今回は、夜間パトロールに密着

しました。

　秋が近くなると「おっきいよ !!」と、ラグビーボー

ルをひとまわり大きくした芋を掘り出そうと興奮する

子どもたちを思い出し、頬をほころばせてしまいます。

芋は５キログラムほどありました。

　平成 17 年度より始められた「子ども会農業体験」

ですが、この活動は、町内の子ども会会員・保護者（育

成会員）から希望を募り、下里地内にて地域の方のご

協力のもと毎年続く行事の一つです。

　苗植え・除草・収穫を見よう見まねで取り組む子ど

もの姿に、「モノ」を育てる喜びを体感し「食」の大切

さを学びとる様子が伺えます。

小川町子ども会連絡協議会　会長　小川町子ども会連絡協議会　会長　粟粟
あおあお

生生
うう

田田
だだ

公公
きみきみ

代代
よよ

「子ども会農業体験」

毎週水曜日のパトロールですが、何人ぐらいで見
回りをしていますか。

大体10人ぐらいで、毎回どこの地域を回るか決めて行な
います。

女性の方も多くいらっしゃいますね。

毎年役員は変わります。男性は、ほとんどがＯＢですね。
助かります。

毎週で大変だと思いますが、モチベーションは何
ですか。

団地ですので知らない人が多く、人とのつながりが希薄で
す。パトロールをすることにより知り合いが増え、いろい
ろな人と会話ができることが楽しいです。

パトロールをして一番うれしかったことは。

仕事帰りの方から先に「こんばんは。ご苦労様です」と、
声をかけてもらったときですね。

担当：髙橋さゆり
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　ノーベル物理学賞を、
３人の日本人が受賞し

ました。その道のりは険しく、不断の努力のた
まものです。
　私たちの故郷からも、「末は博士か大臣か」
なんて人材を輩出したいですね。

　そして、この広報が発行されるときには、細
川紙を含む手漉き和紙技術に、ユネスコから無
形文化遺産の認定に向けワクワクしていること
と思います。この機会をどのように活かすのか、
楽しみですね。
　議会ホームページのチェックも忘れずに !!

編集委員 戸口　勝

この広報は古紙を配合した紙を使用しています。この広報は古紙を配合した紙を使用しています。
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